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【敬称略】 

会議内容 :  

I ) 議題 1.「肛門管癌の病態解明と Staging に関する研究」進捗状況について 

（１）第 7 回プロジェクト研究会議事について 

委員長の山田より、第 7 回会議議事の確認を行った。 

  

（２）倫理審査通過状況について 

  事務局の杉本より、研究計画書第 2.0 版の各施設における倫理審査通過状況（要倫理審査 47 施設中、 

13 施設）について報告を行った。 

  

（３）主研究論文化報告について 

 委員長の山田より、本研究において執筆した 2 編の論文について報告を行った。 

・本邦における肛門管扁平上皮癌の特徴について 

本邦における肛門管扁平上皮癌の特徴と T4 の細分類に関して執筆し、現在投稿先を検討している。 

本論文では、本邦の肛門管扁平上皮癌の特徴として、T4 症例（他臓器浸潤症例）の中でも 

5cm を超える腫瘍に関して予後が不良であり、T4 をさらに 

T4a：T4 のうち、最大径が 5cm 以下の腫瘍 

T4b：T4 のうち、最大径が 5cm を超える腫瘍 

と分類することを提案している。この結果を Stage 分類にどのように反映させるか、今後検証を 

進め、論文化することを報告した。 

 

・本邦における肛門管腺癌の取扱いについて 

下部直腸癌と肛門管癌の腺癌の取扱いの違いについて執筆し、Surgery Today へ投稿し、 

accept となった。 

本論文は、全国大腸癌登録事業における 1991 年から 2006 年の登録データを用いて解析を行っている。 

下部直腸癌と肛門管癌の腺癌の主な違いとして、肛門管腺癌は女性や高齢者に多く、肉眼型については 

5 型腫瘍が極端に多かった。 



また、組織型についても低分化腺癌（por）/粘液癌（muc）/印環細胞癌（sig）が多かった。 

予後に関しては下部直腸癌と比較して肛門管癌が不良であり、その原因として組織型で por/muc/sig が 

高率であることが考えられる。 

 

II ) 議題 2. 副次研究課題について 

 （１）副次研究希望調査結果および募集要項について 

    委員長の山田より、副次研究希望調査結果および募集要項について報告を行った。 

    2021 年 6 月 11 日より事前にメールにて副次研究の希望に関して連絡し、その結果として 7 施設より 

9 題の希望があった。 

     

    ・愛知県がんセンター消化器外科部からは治療法の分野で 

     【テーマ】肛門管癌における側方郭清の意義に関して が希望された。 

    ・国立がん研究センター東病院大腸外科からは 

①治療法の分野で 

【テーマ】CRT 後 non-CR 症例に対する Salvage Surgery は OS/DFS 向上に寄与するのか？ 

     ②腫瘍学的分析の分野で 

     【テーマ】adenocarcinoma として登録された症例の鼠径リンパ節転移の予後への影響は？ 

     の 2 題が希望された。 

    ・京都大学医学部附属病院消化管外科からは治療法の分野で 

【テーマ】手術と CRT の予後に関して が希望された。 

    ・東海大学医学部消化器外科からは治療法の分野で 

     【テーマ】初回治療が手術かそれ以外かで予後や再発形式、再発後の治療等に関して が希望された。 

    ・東京大学医学部腫瘍外科・血管外科からは治療法の分野で 

     【テーマ】①初回治療法と予後の関係、②再発症例の検討、③リンパ節転移部位の意義 

     が希望された。 

    ・産業医科大学医学部第一外科からは 

     ①治療法の分野で 

     【テーマ】SCC に対する年次的治療法の変遷に関して 

     ②腫瘍学的分析の分野で 

     【テーマ】SCC における T 因子と上方向・側方・鼠径 LN 転移頻度の関連 

     の 2 題が希望された。 

    ・埼玉医科大学総合医療センター消化管・一般外科からは治療法の分野で 

     【テーマ】肛門管扁平上皮癌に対する放射線化学療法にて CR となった症例の再発危険因子の解析、 

salvage surgery 後の予後 

     が希望された。 

 

委員長の山田より副次研究課題の募集要項を提示し、さらに多くの施設より各研究課題の論文化が行われ 

るよう依頼がなされた。 

 

 

 

 

 



 （２）関連研究：肛門管癌と HPV の関連性に関する研究について 

    事務局の杉本より、本研究の関連研究として肛門管癌と HPV の関連性に関する調査結果について 

報告を行った。 

 

大腸肛門病センター高野病院の 1991 年～2015 年の手術症例から得られた切除標本を用いた先行研究の 

結果では HPV 陽性率が 21.4%であり、国立がん研究センター中央病院より、国立がん研究センター中央 

病院で行われた 2006 年～2018 年の生検組織を用いた HPV 検査研究の HPV 陽性率 85.1%と比較して 

低率であることが指摘された。原因として DNA の経年劣化が考えられるため、 

国立がん研究センター中央病院、国立がん研究センター研究所と共同研究を行い、先行研究での残余検体 

から電気泳動を用いて経年による DNA の劣化を確認する。 

経年劣化の状況を確認したうえで、対象年度を選定し、生検組織を用いた HPV 検査を行うことを 

報告した。本プロジェクト研究とは別研究として研究計画書を作成し、大腸肛門病センター高野病院 

倫理委員会へ申請する予定である。 

質疑内容・意見 

  1. 大腸肛門病センター高野病院と国立がん研究センター中央病院の HPV 陽性率の差の原因として、 

    地域差も考えられるのではないか、との質問があった。 

    ⇒地域差の影響も考えられるが、あまりにも差があるため、まずは検体の質を確認したうえで 

     地域差を含めた背景に関する分析を行っていく。 

 

  2. 共同研究者の国立がん研究センター研究所の白石航也先生より、まずは検体の質を確認したうえで 

    国立がん研究センターと同様の方法で検査を行うことで、より正確な比較・分析を行うことが 

補足された。 

 

  3. 検体の質および DNA のサイズに関与する PCR のプライマー設定を確認することは、分析を行ううえで 

必要だと思われる。また、地域差だけでなく男女で違いがないか、についても分析してもらいたい、との 

意見があった。 

 

 文責 : 山田 一隆 


